








本県における腎不全患者は昭和60年末現在2,047名、取扱施設(透析施設)31施設があり、

今回はこれらの施設の協力を得て、これら患者さん方に対し、さかのぼり発病時の状態を

明らかにすると共に、診断決定以前以後の事実経過調査をすることにより、今後の発生予

防診断決定後の治療の方向、又患者指導の指針を探ることを目的として調査を開始した。

この調査にあたって6人の関係者の協力を得て調査票を作成し、施設記入分と別に患者個

人記入票を作り、自記式にて調査委員会に直送させる形式を取った。 

現在回答回収中であり、施設 23/31(74.2%)患者 1507/2047(73.6%)の回収率である。今後は

更に回収率を高めると同時に、内容不備の再調査を推め集計解析をはかる予定である。 


